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令和 6年度事業報告書 

 

Ⅰ 法人運営  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 理事会（招集：1回、決議の省略：1回） 

 

（１）第１回 

① 開 催 日：令和 6年 6月 8日 

② 出席者数：8人（理事 6人/6人、監事 2人/2人） 

③ 議案及び議決結果 

ア 令和 5年度事業報告承認に関する件 

   全員異議なく原案のとおり承認 

 イ 令和 5年度決算報告並びに決算承認に関する件 

    全員異議なく原案のとおり承認 

 ウ 定時評議員会の日時、議案決定の件 

    全員異議なく原案のとおり承認 

 

（２）第２回（決議の省略） 

① 開催日（決議があったものとみなされた日）：令和 7年 3月 27日 

② 決議事項提案者：理事長 

③ 決議事項： 

ア 令和 7年度事業計画承認に関する件 

   全員異議なく、原案のとおり承認 

 イ 令和 7年度予算案承認に関する件 

   全員異議なく、原案のとおり承認 

   ウ 評議員選任候補者の推薦に関する件 

      評議員の任期満了による改選であるが、大塚評議員より辞任の申し出があったため

後任評議員に藤本優子氏を推薦することを提案 

      全員異議なく推薦を承認 

   エ 就業規則変更に関する件 

      全員異議なく、原案のとおり承認 

 

 

 

 

○ 法 人 名 称：社会福祉法人みっくす社会福祉会 

○ 認可年月日：平成 26年 8月 1日 

○ 所 在 地：兵庫県明石市大久保町大久保町 827番１ 

○ 実 施 事 業：社会福祉事業（１）幼保連携型認定こども園の経営 

               （２）一時預かり事業の経営 

        公益事業の実施 なし 

        収益事業の実施 なし 
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２ 評議員会（招集：1回） 

（１）定時評議員会 

① 開 催 日：令和 6年 6月 25日 

② 出席者数：12人（評議員 5人（うち 1人 Zoom）/7人、理事 6人/6人、監事 1人/2人） 

③ 議案及び議決結果： 

ア 令和 5年度事業報告承認に関する件 

   全員異議なく、変更案への差し替えを決議 

 イ 令和 5年度計算書類、財産目録承認に関する件 

   全員異議なく、原案のとおり承認 

  

（２）臨時評議員会 

   なし 

 

３ 財務報告（自：令和 6年 4月 1日 至：令和 7年 3月 31日） 

（１）資金収支計算書（資金の増減） 

    事業活動資金収支差額  11,177,109円 … 経営の安定性 

    当期資金収支差額合計   4,692,661円 … 当期の最終資金残高 

    当期末支払資金残高   89,180,318円  

（２）事業活動計算書（純資産の増減、経営成績） 

    サービス活動増減差額   6,321,802円 … 本業の収益性 

    当期活動増減差額     6,210,778円 … 1年間の経営成績 

    次期繰越活動増減差額  89,223,040円 … 事業活動の増減差額の累計額 

（３）財産目録 

    資産合計        302,095,999円 

    負債合計           75,938,140円 

    差引純資産         226,157,859円 … 資産の変更登記を行う 

（４）人件費率 

    69.0％ = 人件費 98,259,939円／サービス活動収益 142,467,042円 

   

４ 事業運営に対する課題 

幼保連携型認定こども園の経営を行うにあたり、職員の定着が毎年大きな課題となってい

る。令和６年度は７月までに３名の新規採用者全員を含む４名の保育教諭が途中退職した。

その後、年度内に補充が叶わなかったため、特定の職員の早番と遅番勤務の頻度が高くなり

負担を課してしまうことになった。また、学級編制調整加配加算やチーム保育加算等の加算

も職員数の関係で獲得できないことが多くなり、運営面にも多少の影響が出たものと思われ

る。 

令和７年度に向けては、２名の正規雇用保育教諭（新卒者１名含む）を採用し、常勤１名

と短時間勤務１名の派遣保育教諭を雇用した。前年度末での退職者がなかったことから、員

数的に特定の職員への負担軽減と、加算獲得も期待できる。 

保育教諭の定着が図られ、より質の高い幼児教育・保育が展開できるよう、引き続き努力

してまいりたい。 

 

 



- 3 - 

 

Ⅱ 施設・事業運営  

１ 幼保連携型認定こども園みつばこども園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）在 園 児 数：（令和 6年 4月 1日時点：１０１人） 

 3歳児 4歳児 5歳児 計 

1号認定子ども １４人 １５人 １３人 ４２人 

2号認定子ども １１人 １０人 １３人 ３４人 

小計 ２５人 ２５人 ２６人 ７６人 

 0歳児 1歳児 2歳児 計 

3号認定子ども ３人 １０人 １２人 ２５人 

 

（参考：令和 7年 3月 1日時点：９８人） 

 3歳児 4歳児 5歳児 計 

1号認定子ども １４人 １５人 １２人 ４１人 

2号認定子ども １１人 １０人 １４人 ３５人 

小計 ２６人 ２６人 ２６人 ７６人 

 0歳児 1歳児 2歳児 計 

3号認定子ども ２人 １０人 １０人 ２２人 

 

 

（２）職 員 数：１９人（令和７年３月時点） 

 正規 常勤的非常勤 短時間非常勤 計 

園  長 １人   １人 

保育教諭 ６人 ４人 ２人 １２人 

管理栄養士 １人   １人 

調 理 師  １人 ２人 ３人 

事務職員 ２人   ２人 

計 １０人 ５人 ４人 １９人 

○ 開設年月日：平成 27年 4月 1日 

○ 所  在  地：兵庫県明石市大久保町大久保町 827番１ 

○ 開 園 時 間：７時から 19時（日曜、祝日及び 12月 29日から 1月 3日を除く） 

 ・教育標準時間：９時から 14時 

         なお、8～9時、14～18時の範囲内で「預かり保育」利用可 

 ・保育標準時間：７時から 18時 

         なお、18～19時の範囲内で「延長保育」利用可 

 ・保育短時間：８時 30分から 16時 30分 

         なお、７時～８時 30分と 16時 30分から 19時の範囲内で「延長保育」利

用可 

○ 主 な 行 事： 

 ・春 ：入園式、進級式、親子遠足、田植え、交通安全教室 

 ・夏 ：七夕会、夏休み（1号認定子ども）、デイキャンプ 

 ・秋 ：運動会、稲刈り、ハロウィン 

 ・冬 ：発表会、陶芸、冬休み（1号認定子ども）、卒園式 

・毎月：誕生日会、避難訓練 
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（３）主な取り組み 

  ① 幼児教育・保育の質の向上 

みつばこども園の理念である「こどもたちに笑顔を」「こどもたちに楽しさを」「こど

もたちに優しさを」の実現を目指し、保育・教育指針のもと、職員一丸となって“わくわ

く・どきどき・ホッとできる”環境づくりに力を入れている。 

開園から 10年を経て、年度末での退職者もなく職員も安定してきた。散歩や園庭での活

動を通じて季節の動植物の観察や図鑑を活用し、子どもたちと共に学び・楽しみながら意

欲的に成長しようとする姿が多く見られる。 

勤務時間内に子どもと関わらない時間を持つ「ノンコンタクトタイム」を取り入れ、職

員全員で保育内容や子どもたちの様子を共有するよう努めている。また、毎年ソニー幼児

教育支援プログラム（通称「ソニー論文」）にも挑戦し、県外の園との交流や研修の機会

を得ることで、職員の資質向上にもつながっている。 

園児たちに対する具体的な取り組みとしては、園庭や室内にはさまざまなコーナーを設

け、子どもたちが自ら遊びを選び、深めていけるような環境づくりを進めている。たとえ

ば、園庭では給食の端材を使って工夫して料理ができるレストランコーナーや、木育でい

ただいた木片を活用し、ペーパーヤスリやクランプを使ってお皿やピザピールを作ったり

修理するなど、遊びの幅が広がっている。アートコーナーでは、散歩や園庭で採集した草

花を使って絵を描いたり貼り付けたりし、完成した作品を園のフェンスなどに展示し、道

行く人々にも見ていただけるようにしている。子どもたちにとっての“美術館”となって

おり、日々のドキュメンテーションを通じて保護者とも活動の様子を共有している。 

これらの活動内容は、Instagram でも発信を行い、地域の皆さまにもみつばこども園の

教育・保育の取り組みを知っていただけるよう努めている。 

また、昨年度からは環境問題にも目を向け、給食の端材や子どもたちが遊んだ後の植物

などを使ってコンポストを作成し、肥料づくりにも取り組んでいる。新年度には、年長ク

ラス（つばめ組）がその肥料を使って野菜作りにもチャレンジする予定である。園庭では、

給食で使った野菜の根を植えたり、カボチャの種を蒔いたりと、リボベジ活動を実践し、

SDGsの目標にもつながる持続可能な活動を子どもたちといっしょに行っている。 

地域の皆さまのご協力のもと、食育・農育・木育・陶芸・少林寺・リトミック・運動な

ど多様な体験活動も開園当初から継続しており、子どもたちと職員の成長の糧となってい

る。今後も、子どもたちが主体的に活動できる環境づくりに取り組んでまいりたい。 

 

  ② 園行事 

みつばこども園の特徴の一つとして、運動会や発表会は、子どもたちといっしょに話し

合いながら準備を進めていることである。その様子は、ICT 教育カリキュラム企業が開発

した「おうちえん」を通じてドキュメンテーションとして保護者と共有し、行事の過程も

楽しんでいただけるよう工夫している。また、日本の伝統行事も大切にしており、餅つき・

ひな祭り・端午の節句などを園全体で体験することで、日本文化に親しむ機会や行事食の

意義を子どもたちといっしょに学んでいる。 

 

③ 医療的ケア児保育支援事業 

今年で３年目を迎えたが、大きなトラブルもなく安定して取り組むことができている。

該当園児も少しずつ食事ができるようになり、発達面でも昨年度までは学年を一つ下げて
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個別指導を行っていたが、できる部分は同学年の活動に参加するなど、個々に応じた保育

内容を実践している。 

このような配慮と集団生活の経験が症状の改善に寄与していると感じており、取り組む

意義は非常に大きいと考えている。４年目となる来年度は、小学校進学に向けて市と連携

しながら引き続き支援を継続していきたい。 

 

④ 参 考 

 令和５年度の明石市による認定こども園指導監査（施設運営関係）における、「上乗せ徴

収」と「保育認定こどもの保護者への対応」に係る４項目の文書指摘について、数回にわ

たる再提出依頼等への回答、説明を行ったものの令和５年度末現在未終結で年度をまたい

でいた問題であるが、明石市福祉施設安全課より、6月21日にメール添付で「2023年度実地

指導監査改善報告の終了にあたっての留意事項」が送付された。是正改善済と認定された

ものではないが、こちらの主張を否定できなかったものと考えると、今後の運営に影響を

及ぼすものではない。 

 

 

 

２ 一時預かり事業（幼稚園型Ⅰ） 

（１）対 象 児：在園児（1号認定子ども） 

（２）対応時間：平日 8:00～9:00、14:00～18:00 

        土曜日、長期休業日 

 8:00～18:00 

（３）利 用 料：平日 14:00～16:00 200円／時間 

           8:00～9:00、16:00～18:00 400円／時間 

長期休業期間中 

午前利用 9:00～12:00 500円 

12:00～16:00 200円／時間 

8:00～9:00、16:00～18:00 400円／時間 

（４）延べ利用人数： 

 令和６年度（A） 令和５年度（B） 差引（A-B） 

平日 ６９３人 ５４２人 １５１人 

長期休業中 ８２人 ４１人 ４１人 

計 ７７５人 ５８３人 １９２人 

（５）成果と課題 

すべての月で兼任職員の配置を行い、質の高い充実した一次預かりを実施した。 

令和５年度に比べ利用人数が増えた理由は、新２号認定こどもの数が増えたことによる

ものである。 

 

３ 延長保育事業 

（１）対 象 児：延長保育Ａ 在園児（2，3号認定子ども） 

        延長保育Ｂ 在園児（2，3号短時間認定子ども） 

（２）対応時間：延長保育Ａ 18：00～19:00 

        延長保育Ｂ前延長 7:00～8：30 

        延長保育Ｂ後延長 16：30～18：00 
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（３）利 用 料：延長保育Ａ 月額 3,000円 

        延長保育Ｂ 標準時間認定の場合の保育料との差額（月額） 

（４）延べ利用人数： 

 令和６年度（A） 令和５年度（B） 差引（A-B） 

延長保育Ａ １４５人 ２７８人 △１３３人 

延長保育Ｂ前延長 ９９人 １２２人 △２３人 

延長保育Ｂ後延長 １４２人 ３８人 １０４人 

（５）成果と課題 

本年度の1日あたりの平均利用人数は、年間の開所日数が293日であったことから、いず

れの延長保育についても1人を切る数字となった。 

延長保育Ａにおいては規定の職員2名の配置が求められるにもかかわらず補助金が減額

されるという運営面でのマイナス面があるものの、長時間保育による子どもの負担を考え

るとやぶさかではない。 

延長保育Ｂにおいては大方の保護者の認定理由が育児休業で、本園では育休中の利用時

間の協力が徹底していることの現れであり、また、就労での利用の場合も前延長、後延長

ともに利用時間はほぼ10分以内であり、子どもの最善の利益を踏まえた数字といえよう。 

 

４ 子育て支援拠点事業 

（１）対 象 児：地域の子育て家庭（保護者及び子ども） 

（２）対応時間：月・火・水曜の 9：00～14:00 

（３）開所日数と利用者数 

 令和６年度（A） 令和５年度（B） 差引（A-B） 

開所日数 １２０日 １１９日 １日 

利用者数 ５１８人 ５２０人 △２人 

（４）成果と課題 

就園前の子どもたちとその保護者が、安心して過ごせる居場所の提供に努めている。

保育教諭による絵本の読み聞かせやパネルシアターなど親子で遊べる環境を作り、毎月

の身体計測や手形アートのほか、恒例となっている地元住宅メーカーの協力による「木

の玉プール」を定期的に開設し、利用者の好評を博した。同年齢との関わりを通して社会

性を育み、園児や保育者との交流の機会を設けることで、就園後もスムーズに集団生活

へ移行できるよう配慮している。 

また、子育て相談については、専門の保健師や管理栄養士と連携し、きめ細かな対応が

できる体制を整えている。本年度の新たな試みとして、歯科衛生士による口腔ケアの指導

と相談の日を設けた。 

開所日に利用者がない日もあることから、もっと事業の存在と内容を周知する必要性

を痛感し、近隣の郵便局やコンビニエンスストア、小児科医院に毎月ポスターを更新し

て掲示してもらっている。利用者数の増減だけをみると目立った効果は見られないが、

内容の告知の手段として継続していく。Instagramなどを活用して子育て情報の発信も行

っているが、明石市の公式ホームページ等での広報が行われていないため、広範な周知が

できていない点が今後の課題である。 


